
 

  
運営責任者の園長先生方にお勧めの具体的な講座です 

認定こども園時代に学ぶ 
ベストキンダーガーデンの 

魅力と秘密 
～これからの魅力ある認定こども園 

「保育園・幼稚園」づくりの参考になります～ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

   全４回講座 
○第１回7/12（日） 

13：00-16：00 

・小さな家庭的なルルドルフ・シュ

タイナー保育園（ドイツ） 

・100 の言葉で表現するレッジ

オ・エミリア幼稚園（イタリア） 

○第2回 8/9（日） 

13：00-16：00 

・伝統的なスタイルを持ち続ける

モンテッソーリー子供の家（ドイツ） 

・ドイツが国を挙げて取組む保育

園と放課後一体化児童施設

KITA（キタ） 

○第3回 9/6（日） 

13：00-16：00 

・七人の子どもを育てた 

ニキーチン家の教育（ロシア） 

・ビジュアルエデュケーション  

ダネーゼ教育（イタリア） 

○第4回 10/4（日） 

13：00-16：00 

・イエナ・プラン 

「ワールドオリエンテーション」 

（ドイツ） 

・アクティヴ･ラーニング 

「ピラミーデ保育園」（オランダ） 

 

 

 

 

 

講座趣旨 

先進諸国で人気の幼児教育法には、それぞれ独自の教育理念と保護

者が信頼するノウハウがあります。 

認定こども園時代に入った日本の幼児教育も、保護者の厳しい視線と

選択の時代の到来です。諸行事中心や多彩なお稽古事だけでなく、ど

のようなコンセプトで子どもを育てようとしているのか、保育･教育理念

に目を向ける、教育熱心な保護者が求める質の提供が始まります。 

辻井正が各国の現場に足を運び取材したベストキンダーガーデンの保

育･教育だけでなく、なぜ、保護者が入園希望のために遠方から通って

くるのか？なぜ、子どもたちが生き生きと遊び、学んでいるのか？運営

の秘密等を具体的なビデオ映像で講座を進めます。魅力ある認定こど

も園づくりのノウハウが、いっぱいご覧になれるビジュアル講座です。

（注：観光ではめったに見られないベストキンダーガーデンの 

保育･教育内容の映像と話です。） 

講師：辻井 正〔ＮＰＯ法人国際臨床保育研究所 所長〕  
関西学院大学文学部大学院修士課程修了。 

高校教師を経てドイツ障害者の町「べテル」少年の家勤務 

・２０００年 大阪府社会教育委員 

・２０００年 大阪府教育功労賞受賞 

・２００１年 博士号修得 Doctor of Sociology 

            『Modern Society and Children』 

・２００２年 旧オランダ王立教育評価機構 Cito ピラミーデ公認教授資格 

・２００８年 神戸こども総合専門学院学院長に就任 

現在は、臨床の場として、アサヒベビー相談（朝日新聞社厚生文化事業団）の

発達障がい児のカウンセラーを務める。 

現職はＮＰＯ法人国際臨床保育研究所 所長 

「ＮＰＯ法人国際臨床保育研究所 ホームページ」で検索してください。 

講座詳細は裏面へ 

定員：２５名 

費用：1回１５、０００円 

場所：ＮＰＯ法人国際臨床保育研究所 

お申し込みは FAX で！ 

06-6773-3008 

 



▽お申し込みいただきました方には後日、当研究所までのアクセスマップをお送りいたします。 ▽お支払いは研究所にてその都度お願いいたします。 

受講者名
ふ り が な

： 

 

ご連絡先：〒 

 

TEL:                               FAX: 

 

ご勤務先：                             ご希望の講座①7/12 ②8/9 ③9/6 ④10/4 

○をお付けください 

 
 
 
  
 
 

 
 

 

日 程 講 座 内 容 

 

第１回 

7/12

（日） 

 

・小さな家庭的なルルドルフ・シュタイナー保育園（ドイツ） 
旧東ドイツ古都ゴーダの僅か２５人の子どもが通うシュタイナー保育園の一日は、まるで家庭の

営みが流れるような自然な活動です。ブッシュマン園長先生を母親のように慕う子ども集団から

学ぶことは多いです。 

・１００の言葉で表現するレッジオ・エミリア幼稚園（イタリア） 
レッジオ・エミリアの子どもの芸術表現の秘密は、子どもの自主的な発想であり、子どもの想い

を極端なまで大事にしていることです。ドキュメンテーションと呼ばれる記録法を紹介します。 

 

第 2 回 

8/9

（日） 

 

・伝統的なスタイルを持ち続けるモンテッソーリー子供の家（ドイツ） 
旧東ドイツ地方には、他の国では見られないような、例えば、整然とした午睡の時間、台所仕

事、感覚教具遊び等、伝統的なモンテッソーリー教育を貫いている幼稚園があります。一見する

値打ちはあります。 

・ドイツが国を挙げて取組む保育園と放課後児童施設 KITA（キタ） 
幼稚園王国と呼ばれたドイツの幼児教育は様変わりしました。ドイツの経済市場の変化に伴い、

多くの働く女性が求める保育園と児童館の一体化施設（KITA）が急激に増えました。そして、

実に多くの外国からの移民家族の子どもを受け入れています。 

 

第 3 回 

9/6

（日） 

 

・七人の子どもを育てたニキーチン家の教育（ロシア） 

ニキーチン家の子育ての魅力はレーナ夫人です。寡黙な夫人といつも忙しく動いて

いるニキーチンさんのユーモラスを紹介し、ニキーチン積み木の遊び方も語りま

す。ニキーチンさんが辻井に託した遺書的な原稿の秘話も語ります。 

・ビジュアルエデュケーション ダネーゼ教育（イタリア） 

子どもは言葉から学ぶよりも視覚的な刺激から多くを得ます。これからの幼児教育

が進む方向性としてビジュアル教育は多くの可能性を持っています。イタリアの著

名な教育者ベルグナードの視覚教育理論を語ります。 

 

第 4 回 

10/4

（日） 

 

・イエナ・プラン「ワールドオリエンテーション」 （ドイツ） 

OECD(国際経済協力機構)が目指す２１世紀アクティヴラーニングの原点はイエナ・

プランです。教育への関心度が高い日本でも、まだあまり知られていない幼児教育

です。これからの認定こども園に多くの示唆を与えてくれます。 

・ピラミーデ保育園（オランダ） 

日本への導入１０年目です。既にアメリカやドイツでも多くの保育園が取りいれ始

めています。何かを変えなければいけないという強い意志をお持ちの園長先生方を

魅惑する理論的根拠があります。 

講座シラバス（内容） 13：00～16：00（コーヒー休憩を含む） 

 

 


